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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「 

最
先
端
の
む
し
歯
・
歯
周
病

予
防
を
要
求
す
る
会
」
理
事
長

 

西　

真
紀
子

リスク評価ツール「カリオグラム」

　

リ
ス
ク
評
価
ツ
ー
ル
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
を
一
般
の
人
が
普
通
に
持
つ
よ
う
に
な

グ
ラ
フ
ィ
と
い
う
モ
デ
ル
で
そ
の
結
果
を

説
明
し
た
﹇
２
﹈。
そ
の
後
、
ア
ン
ケ
ー

っ
た
１
９
９
０
年
代
以
降
、
複
雑
な

思
考
過
程
を
、
よ
り
客
観
的
に
、
よ

り
速
く
、
よ
り
簡
単
に
行
う
た
め

に
、
情
報
技
術
を
利
用
し
た
も
の
が

登
場
し
て
い
る
。
そ
の
開
発
は
、
齲

蝕
の
方
が
、
歯
周
病
よ
り
一
歩
先
ん

じ
、
牽
引
し
た
の
は
カ
リ
オ
グ
ラ
ム

だ
っ
た
。
こ
れ
は
、
前
向
き
研
究
に

よ
り
、
そ
の
妥
当
性
を
評
価
さ
れ
た

唯
一
の
カ
リ
エ
ス
リ
ス
ク
評
価
ツ
ー

ル
で
あ
る
﹇
１
﹈。

カ
リ
オ
グ
ラ
ム
の

カ
リ
オ
グ
ラ
ム
の

誕
生　
　
　
　
　

誕
生　
　
　
　
　

　

カ
リ
オ
グ
ラ
ム
は
元
々
、
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
・
マ
ル
メ
大
学
で
、
歯
学
部

の
学
生
教
育
の
た
め
に
開
発
さ
れ

た
。
開
発
者
の
故
ダ
グ
ラ
ス
・
ブ
ラ

ッ
タ
ー
ル
教
授
は
、
本
連
載
の
第
３

回
で
紹
介
し
た
故
ボ
ー
・
ク
ラ
ッ
セ

教
授
の
愛
弟
子
で
、
ク
ラ
ッ
セ
教
授

の
カ
リ
エ
ス
リ
ス
ク
評
価
に
つ
い
て

の
概
念
に
基
づ
い
て
、
専
門
家
に
複

数
の
カ
リ
エ
ス
リ
ス
ク
因
子
に
つ
い

て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
し
、
カ
リ
オ

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
決
定
し
て
、
ブ
ラ

ッ
タ
ー
ル
教
授
の
学
生
時
代
の
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
で
あ
っ
た
ラ
ー
ス
・

ア
ー
ラ
ン
ダ
ー
先
生
が
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
を
行
い
、
カ
リ
オ
グ
ラ
ム
が
誕

生
し
た
。無

料
で
入
手
可
能

無
料
で
入
手
可
能

　

カ
リ
オ
グ
ラ
ム
は
11
の
言
語
で
入

手
で
き
、
前
号
の
図
で
示
し
た
よ
う

に
日
本
語
版
も
あ
る
。
日
本
語
版
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、（
株
）
オ
ー
ラ
ル

ケ
ア
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
無
料
で

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
（http://

dentocult.jp/tools/cariogram.
html

）。
カ
リ
オ
グ
ラ
ム
は
、
齲
蝕

に
関
す
る
10
の
パ
ラ
メ
ー
タ
を
入
力

す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の

う
ち
の
７
つ
を
入
力
す
る
と
、
自
動

的
に
円
グ
ラ
フ
が
ス
ク
リ
ー
ン
上
に

登
場
す
る
。
円
グ
ラ
フ
は
、
そ
の
人

の
カ
リ
エ
ス
リ
ス
ク
像
を
示
し
て
く

れ
る
。
青
（
食
事
因
子
）、
赤
（
細

菌
因
子
）、
水
色
（
唾
液
と
フ
ッ
化

物
の
因
子
）、
黄
（
過
去
の
齲
蝕
経

ト
調
査
の
結
果
や
過
去
の
文
献
か
ら
カ
リ

エ
ス
リ
ス
ク
因
子
の
重
み
付
け
や
連
携
の

験
や
全
身
疾
患
の
因
子
）
が
そ
れ
ぞ
れ
の

リ
ス
ク
セ
ク
タ
ー
の
大
き
さ
を
表
し
、
そ

れ
ら
を
１
０
０
か
ら
引
い
た
緑
の
セ
ク
タ

ー
の
大
き
さ
が
大
き
い
程
、
リ
ス
ク
が
低

い
こ
と
を
意
味
す
る
（
前
号
の
図
を
参

照
）。
読
者
の
皆
様
も
、
一
度
、
試
し
て

み
て
い
た
だ
き
た
い
。

北欧の
歯科医療
最前線

リポート

⑥
part. 2

スウェーデン・マルメ大学におけるカリ
オグラムの講習。講師は、カリオグラム
を使った研究を最初に行ったグンネル・
ペターソン先生
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11
の
標
準
予
防
策
を
解
説
す
る
石
濱
氏

＝
11
月
25
日
、
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル 　
　
　

治療や投薬時の注意点を解説する
井上氏＝11月23日、Ｍ＆Ｄホール

　

協
会
は
、
近
畿
厚
生
局
指

導
監
査
課
と
大
阪
府
に
よ
る

個
別
指
導
が
、
行
政
手
続
法

に
基
づ
き
、
公
正
で
民
主
的

に
実
施
す
る
こ
と
を
前
提

に
、
懇
切
・
丁
寧
に
行
わ
れ

る
よ
う
求
め
て
い
る
。

　

個
別
指
導
で
は
「
再
指

導
」
が
半
数
を
超
え
る
状
況

が
続
い
て
い
る
。「
指
導
結

果
で
『
概
ね
良
好
』
と
さ
れ

る
歯
科
医
師
が
１
人
も
い
な

い
。
指
導
結
果
の
判
定
基
準

を
明
ら
か
に
す
る
」
よ
う
求

め
る
。

　

近
年
、
大
阪
府
の
技
官
に

よ
る
指
導
で
は
、『
歯
科
点

数
表
の
解
釈
』
に
記
載
さ
れ

て
い
な
い
も
の
、
算
定
要
件

に
カ
ル
テ
記
載
が
求
め
ら
れ

て
い
な
い
項
目
ま
で
、
指
導

時
に
指
摘
さ
れ
た
と
の
報
告

が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

厚
労
省
は
厚
生
局
に
対
し

て
、「
保
険
診
療
・
診
療
報

酬
請
求
に
関
す
る
研
修
会
等

に
対
す
る
講
師
派
遣
に
つ
い

て
、
医
療
関
係
団
体
や
大
学

法
人
等
か
ら
貴
局
へ
の
職
員

派
遣
依
頼
が
あ
っ
た
場
合
は

…
業
務
上
、
対
応
可
能
な
範

囲
に
お
い
て
積
極
的
に
協
力

す
る
」
よ
う
通
知
し
て
い

る
。
会
員
を
対
象
に
し
た
保

険
講
習
会
に
技
官
の
派
遣
を

求
め
る
。
府
が
主
催
し
て
、

歯
科
初
診
料
注
１
に
規
定
す

る
施
設
基
準
の
研
修
会
「
院

内
感
染
防
止
対
策
」
を
開
催

す
る
こ
と
も
求
め
る
。

　

臨
床
学
術
部
会
は
11
月
25

日
、
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
で
「
歯

初
診
（
注
１
）」
の
内
容
を

含
む
、「
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基

づ
い
た
歯
科
医
療
に
お
け
る

院
内
感
染
防
止
対
策
」
を
開

催
し
た
。
石
濱
孝
二
氏
（
大

阪
警
察
病
院
歯
科
口
腔
外
科

部
長
）
を
講
師
に
50
人
が
参

加
し
た
。

　

石
濱
氏
は
、
最
初
に
「
院

内
感
染
対
策
と
は
患
者
へ
の

感
染
を
防
ぐ
こ
と
、
職
業
曝

露
感
染
を
防
ぐ
こ
と
、
社
会

全
体
に
お
け
る
感
染
症
の
蔓

延
を
防
ぐ
こ
と
で
あ
る
」
と

説
明
。
感
染
症
発
症
の
要
因

は
病
原
体
の
存
在
と
強
さ
と

の
微
生
物
を
滅
菌
ま
た
は
除

去
す
る
こ
と
で
あ
る
と
述
べ

た
。

　

歯
科
に
お
け
る
感
染
対
策

の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
特
殊

性
を
考
慮
し
た
標
準
予
防
策

と
エ
ア
ロ
ゾ
ル
に
よ
る
診
療

環
境
の
汚
染
対
策
が
あ
る
と

指
摘
し
た
。
11
個
の
標
準
予

防
策
が
あ
り
、
歯
科
用
ユ
ニ

ッ
ト
の
感
染
対
策
、
歯
科
に

お
け
る
針
刺
し
事
故
の
特

徴
、
事
故
防
止
、
針
刺
し
事

故
時
の
感
染
率
と
対
処
法
、

器
具
の
滅
菌
と
消
毒
、
歯
科

外
来
に
お
け
る
消
毒
と
滅
菌

な
ど
を
話
し
、
質
疑
応
答
を

し
て
講
演
を
終
了
し
た
。

名
と
「
ク
イ
ズ
で
考
え
る
私

た
ち
の
医
療
」
は
、
理
事
会

時
点
で
６
０
５
院
所
（
協
力

率
14
・
５
％
）
か
ら
７
６
０

０
筆
、
協
力
団
体
か
ら
４
０

０
０
筆
、
合
計
１
万
２
０
０

０
筆
ち
か
い
署
名
が
集
ま

り
、
目
標
２
万
筆
の
６
割
近

く
に
な
っ
た
。
署
名
提
出
日

が
年
明
け
１
月
31
日
と
な
る

部
地
区
が
主
催
し
、
医
科
協

会
副
理
事
長
の
井
上
美
佐
氏

（
守
口
市
開
業
）
が
講
師
を

務
め
た
。

　

井
上
氏
は
、
日
常
的
に
出

く
わ
す
疾
患
と
し
て
断
然
多

い
の
は
感
染
症
で
あ
る
と
述

べ
た
上
で
、
他
科
の
薬
と
抗

菌
薬
の
相
互
作
用
の
特
徴
を

　

「
病
気
を
持
っ
た
患
者
の

歯
科
治
療
」
３
回
シ
リ
ー
ズ

の
第
１
回
が
11
月
23
日
、
Ｍ

＆
Ｄ
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、
歯

科
医
師
ら
１
０
０
人
が
感
染

症
や
血
液
疾
患
、
ア
レ
ル
ギ

ー
疾
患
、
認
知
症
な
ど
の
特

徴
や
歯
科
治
療
で
注
意
す
べ

き
点
を
学
ん
だ
。
大
阪
市
北

ッ
ト
錠
と
ロ
キ
ソ
ニ
ン
錠
を

併
用
す
る
と
、
せ
ん
妄
の
症

状
が
出
る
こ
と
が
あ
る
と
述

べ
た
。
60
歳
以
上
は
腎
臓
の

機
能
が
20
歳
代
の
半
分
以
下

に
な
る
と
し
、
投
薬
量
の
調

整
が
必
要
と
解
説
し
た
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
特
徴

的
な
口
腔
内
所
見
は
、
咽
頭

に
イ
ク
ラ
状
（
３
〜
４
㍉
）

のInfluenza Follicle

が
現

れ
る
。
こ
れ
は
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
超
早
期
（
発
熱
か
ら

２
〜
３
時
間
後
）
に
現
れ
る

症
状
で
、
医
科
と
連
携
で
き

る
症
状
の
一
つ
で
あ
る
と
話

さ
れ
た
。

　

各
病
気
に
つ
い
て
の
特
徴

と
歯
科
で
の
注
意
点
を
系
統

立
て
て
分
か
り
や
す
く
説
明

し
て
も
ら
え
、
日
常
診
療
に

直
ぐ
に
役
立
つ
内
容
で
あ
っ

た
。

 

（
淀
川
区
・
松
本
博
）

き
る
が
、
障
害
者
歯
科
で
も

見
た
こ
と
が
な
く
適
用
症
例

が
あ
る
の
か
と
有
効
性
を
疑

問
視
す
る
意
見
が
あ
っ
た
。

　

75
歳
以
上
の
窓
口
負
担
原

則
２
割
化
を
は
じ
め
と
す
る

患
者
負
担
増
を
法
案
化
さ
せ

な
い
た
め
に
９
月
か
ら
取
り

組
ん
で
い
る
「
み
ん
な
で
ス

ト
ッ
プ
！
患
者
負
担
増
」
署

　

協
会
は
１
日
、
第
20
回
理

事
会
を
開
き
、
診
療
報
酬
改

善
対
策
、「
み
ん
な
で
ス
ト

ッ
プ
患
者
負
担
増
」
署
名
な

ど
の
運
動
対
策
、
評
議
員
会

・
総
会
に
向
け
た
準
備
な
ど

に
つ
い
て
協
議
し
た
。

　

診
療
報
酬
で
は
、
12
月
か

ら
保
険
適
用
さ
れ
る
「
パ
ー

マ
ク
ラ
ウ
ン
」
に
つ
い
て
、

印
象
な
し
で
即
日
セ
ッ
ト
で

こ
と
か
ら
、
１
月
い
っ
ぱ
い

署
名
に
取
り
組
み
、
目
標
を

目
指
す
こ
と
に
し
た
。
ク
イ

ズ
ハ
ガ
キ
は
６
５
８
院
所
か

ら
３
２
５
５
枚
が
届
い
て
い

る
。

　

理
事
会
で
は
、
署
名
の
経

験
を
交
流
し
、
理
事
会
と
し

て
５
０
０
０
筆
と
し
た
目
標

を
達
成
す
る
た
め
努
力
す
る

こ
と
を
確
認
し
た
。

　

口
腔
保
健
対
策
や
福
祉
医

療
費
助
成
制
度
な
ど
を
め
ぐ

る
大
阪
府
と
の
懇
談
は
年
明

け
の
２
月
21
日
、
大
阪
市
と

の
懇
談
は
12
月
21
日
に
行

う
。

　

年
明
け
２
月
３
日
・
４
日

に
開
く
政
策
学
習
会
は
「
都

構
想
」「
カ
ジ
ノ
問
題
」
を

テ
ー
マ
に
開
く
。

　

予
防
策
と
し
て
、
手
洗
い

に
は
日
常
手
洗
い
と
衛
生
的

手
洗
い
と
手
術
的
手
洗
い
が

あ
る
こ
と
を
紹
介
し
た
。
そ

の
上
で
、
た
と
え
グ
ロ
ー
ブ

を
し
て
い
て
も
手
洗
い
は
必

要
と
話
し
た
。

　

器
具
の
滅
菌
・
消
毒
で
は

ス
ポ
ル
テ
ィ
ン
グ
分
類
が
あ

り
、
器
具
の
分
類
で
は
ク
リ

テ
ィ
カ
ル
、
セ
ミ
ク
リ
テ
ィ

カ
ル
、
ノ
ン
ク
リ
テ
ィ
カ
ル

が
あ
る
。
消
毒
水
準
、
対
象

器
具
、
歯
科
で
の
例
を
説
明

し
た
。

　

次
い
で
「
滅
菌
」
の
定
義

を
解
説
。
絶
対
的
な
無
菌
の

概
念
で
、
物
質
中
の
す
べ
て

量
、
感
受
性
の

有
無
、
感
染
経

路
の
存
在
と

し
、
標
準
予
防

（
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
・
プ
リ
コ
ー

シ
ョ
ン
）
の
重

要
性
を
強
調
し

た
。

説
明
。
抗
菌
薬
が

気
管
支
喘
息
や
高

血
圧
、
て
ん
か
ん

な
ど
の
薬
の
効
果

や
副
作
用
に
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
か

ら
、
常
用
薬
の
チ

ェ
ッ
ク
の
必
要
性

を
説
い
た
。
従
来

の
知
識
に
加
え
、

高
齢
者
が
ク
ラ
ビ

大
阪
府

２
０
１
８交渉⑤

公
正
な
指
導
求
め
る

標
準
予
防
と
汚
染
対
策
を

歯
科
の
感
染
防
止
策
を
解
説

大 阪 市
北部地区

第20回
理事会

11月度生涯
研 修 講 座

有
病
者
の
歯
科
治
療

特
徴
や
注
意
点
学
ぶ

署
名
目
標
達
成
へ
全
力

２
万
筆
集
め
負
担
増
阻
止
め
ざ
す

審査・指導に関わる主な要望

• 近年、指導結果で「概ね良好」とされる歯科医師が１人もいない。
指導結果の判定基準を明らかにすること
• 指導後、診療報酬の自主返還を求めないこと
• 新規個別指導の結果にもとづく「再指導」は実施しないこと
• 指導に際して、被指導者の求める帯同者を認めること
• 集団的個別指導や個別指導（新規含む）は、複数日を予定日とし、
（ａ）日曜日等の休日に実施すること（ｂ）平日の夜間に実施する
こと
• 個別指導は、時間を守り、合理的な理由もなく「中断」や「再指
導」を行わないこと
• 当会の会員を対象にした保険講習会に技官を派遣すること
• 歯科初診料注１に規定する施設基準の研修会「院内感染防止対策」
を開催すること


